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９
月
に
主
屋
及
び
表
門
の
屋
根
葺
き
替
え

作
業
が
完
了
し
た
国
指
定
重
要
文
化
財
の

入
野
家
住
宅

　町では年２回、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、どのような状況にあ
るのかを知っていただくため、財政状況についてお知らせしています。 
　今回は、平成27年度上半期（平成27年４月１日～９月30日）の財政状況をお知らせし
ます。

　

平
成
27
年
度
の一
般
会
計
予
算
額
は
、

当
初
予
算
が
44
億
６
，０
０
０
万
円
で
し

た
が
、追
加
補
正
額
３
，０
９
５
万
円
と

繰
越
明
許
費
７
，１
８
８
万
円
を
合
わ
せ

て
、９
月
末
現
在
、 

45
億
６
，２
８
３
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

上
半
期
の
歳
入
は
、 

町
税
や
地
方
交

付
税
を
中
心
に
27
億
１
，０
２
２
万
円
が

収
納
さ
れ
、 

収
入
率
は
現
計
予
算
額
に

対
し
て
59・4
％ 

（
前
年
同
期
58・0
％
） 

と
な
って
い
ま
す
。 

　

歳
出
は
、 

18
億
５
，１
１
９
万
円
を
支

出
し
、 

執
行
率
は
現
計
予
算
額
に
対
し

て
40・6
％ 

（
前
年
同
期
36・9
％
） 

と

な
って
い
ま
す
。 

※
金
額
の
単
位
は
１
万
円
未
満
は
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
比
率 

（
％
） 

は

小
数
点
以
下
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
て

い
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、合
計
欄
の
数
値

は
、 

内
訳
を
集
計
し
た
数
値
と一致
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

一般会計 歳入
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特別会計 特別会計は、 特定の事業を行うために、 特定の収入・支出を一般
会計と区分して経理するために設けられた会計です。

一般会計 歳出

3



規制時間  １０：3０～１４：１５
※ランナーの最後尾（後尾車からの放送）が通過次第、交通規制を解除します。

交通規制のお知らせ

はが路ふれあいマラソン実行委員会事務局
○益子町大字益子3667-3
　益子町総合体育館内
　TEL : 0285-70-2727

○市貝町大字上根1577
　市貝町中央公民館内
　TEL : 0285-68-0020

平成27年

12月20日日  

第7給水所

約25キロ地点
第6給水所

約30キロ地点
第3関門
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１２月３日～９日は障害者週間です１２１２月３３日～９～９日は障害者週間障害者週間ですです

　障害者週間は、国民の間に広く障害者の福祉についての関心と理解を深めると
ともに、障害者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加す
る意欲を高めることを目的として設定されました。

障害のある方の手帳障害のある方の手帳障害のある方の手帳

　○身体障害者手帳　　　　　　目、耳、心臓、手足など、からだの障害に関する手帳（１～６級）
　○療育手帳　　　　　　　　　知的障害に関する手帳（Ａ1,Ａ２,Ｂ１,Ｂ２）
　○精神障害者保健福祉手帳　　精神障害に関する手帳（１～３級）

（1）障害のある方々を対象とした制度には、次のようなものがあります。手帳の種類や等級によっ
　 て、利用できる制度が異なります。

制度名 制度の内容 対象者等 問い合わせ先

特別障害者手当
日常生活において、常時特別
の介護を必要とする20歳以
上の方に支給されます

主に身体障害1～2級の重複者又は
絶対安静者（診断書で審査する場
合があります） 健康福祉課

☎68-1113
障害児福祉手当

日常生活において常時介護を
必要とする重度の障害児（20
歳未満）に支給されます

主に身体障害1～2級の一部の方
（診断書で審査する場合がありま
す）

特別児童扶養手当
心身に障害のある20歳未満
の児童を養育している父母又
は養育者に支給されます

身体障害が１～３級及び４級の一
部(診断書で審査する場合もあり
ます)

こども未来課
☎68-1119

障害基礎年金
病気・けがのため身体障害に
なり、日常生活に著しい制限
を受ける場合に支給されます

原則として、国民年金加入中の初
診日で、一定の保険料納付済期間
等の要件を満たす方

町民くらし課
☎68-1114

補装具費の支給

車椅子など、身体の欠損又は損
なわれた身体機能を補い日常生
活や職業生活をしやすくするた
め補装具費を支給します

補装具の装着･使用が長期間継続
して必要と認められた方

健康福祉課
☎68-1113

日常生活用具の
給付

在宅の重度障害児(者)の日常
生活をしやすくするために日
常生活用具が給付されます

障害の種類、程度により種目が異
なります

更生医療
(自立支援医療)

障害の軽減、機能回復を目的
とした医療を受けた際に要し
た費用の一部が助成されます

身体障害者手帳を所持している18
歳以上の方

育成医療
(自立支援医療)

身体に障害のある方の、特定
の医療に要する医療費の一部
が助成されます

身体に障害のある18歳未満の方

精神通院医療
(自立支援医療)

通院による精神医療を継続的
に要する方の医療費の一部が
助成されます

精神科の病気で一定の症状がある
ため、継続して通院する必要があ
る方。

健康づくり係
☎68-1133

とちぎナイスハート推進
マスコットキャラクター

　ナイチュウ
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委
員
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表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
23
日
、
宇
都
宮
市
文
化
会
館

で
開
か
れ
た
第
25
回
栃
木
県
民
生
委

員
児
童
委
員
大
会
で
、
長
年
に
わ
た

る
委
員
活
動
が
評
価
さ
れ
、
本
町
の

伏
見
康
雄
さ
ん
、
田
名
網
重
子
さ
ん

が
栃
木
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
長
表
彰
を
、
ま
た
、
市
貝
町
民
生

児
童
委
員
協
議
会
が
、
優
良
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

重度心身障害者医
療費の助成

重度の障害者が病院等で診療を
受けた時に支払う保険診療分が
助成されます（入院時の食事の
自己負担分は助成対象外）

①身体障害が１～２級の方、及び
３級の一部の方
②療育手帳A１・A２の方

健康福祉課
☎68-1113

税金の減免措置

国税（所得税、相続税、贈与
税）、県税（事業税、自動車税、
自動車取得税）市町村税（軽
自動車税）が減免されます

税金の種類によって、減免の基準
が異なりますので、所管する各部
署へお問い合わせください

真岡税務署（国税）
真岡県税事務所（県税）
税務課
☎68-1112

公共交通機関等の
運賃割引

鉄道、バス、国内航空につい
て運賃が割引されます。利用
する交通機関によって割引率
が異なります

身体障害者手帳を所持している方
（重度の方は介護者含む場合あり） 各交通機関

有料道路交通料金
の割引

有料道路及び都道府県、市町
村管理等の一般自動車道の使
用料金が割引されます

身体障害者が自ら運転する場合又
は重度の身体障害者が乗車し、介
護者が運転する場合

健康福祉課
☎68-1113

ＮＨＫ受信料の
減免

ＮＨＫテレビ受信料が①半額
又は②全額免除されます

①視覚障害者、聴覚障害者又は重
度の障害者（１級・２級・療育Ａ１・Ａ2・
精神１級）が世帯主（手帳所持者）
かつ受信契約者の場合
②障害者（手帳所持者）がいる世帯
で、世帯全員町県民税非課税の場合

健康福祉課
☎68-1113

ＮＨＫ宇都宮放送局
(☎028-634-00８8)
10時～17時

福祉タクシー運賃
の助成

タクシーの利用に対して助成
される場合があります　

福祉タクシー：身障手帳３級以上療
育手帳Ｂ１以上　リフト付タクシー：
身障手帳２級（下肢・体幹）以上の方

健康福祉課
☎68-1113

(2) 障害福祉サービス又は相談支援として、次のようなものがあります。

◇訪問系サービス 居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障害者等包括支援、短期入所

◇日中活動系サービス 療養介護（医療に係るものを除く）、生活介護、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援

◇居住系サービス 共同生活援助、施設入所支援

◇相談支援 一般相談支援事業（地域移行支援、地域定着支援）、特定相談支援事業（計画相談支援）

(3) 障害のある児童に対する支援として、次のようなものがあります。

◇障害児通所支援 児童発達支援、医療型児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援

◇障害児入所支援 福祉型障害児入所施設、医療型障害児入所施設

◇相談支援 障害児相談支援
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　継続的に医療を受けている方をみると、高血圧、糖尿病、脳卒中、脂質異常症など生活習慣病が上
位を占めています。（厚生労働省「患者調査」より）
　病気の予防には、生活習慣の見直し・環境改善が大切です。是非この機会に見直してみませんか？

　それぞれテーマに沿った講話及び調理実習（運動）を行います。
　興味のあるテーマのみの参加、１回だけの参加も受け付けています。
【調理実習編】
　持ち物：筆記用具、計算機、調理実習費 300 円、エプロン、三角巾

募集定員　　先着 20名

場　　所　　市貝町保健福祉センター（市貝町市塙 1720-1）

お申し込み先・期限
それぞれ開催日の１週間前までに、下記までお申し込みください。

【運動編】
　持ち物：筆記用具、動きやすい服装、室内用の靴

開催日時及び内容

 

日にち 時　間 テーマ 調理実習

12月24日（木）

午前９時30分
～午後１時

高血圧を予防しよう
　自分の味覚チェックをしてみ
よう

自宅で簡単減塩食
～１日６ｇ未満を目指そう～

平成２８年　
1月２6日（火）

脂質異常症を予防しよう
　脂肪のはたらき・油の正しい
摂り方

五穀米を使ったベジタブルプ
レート

3月1７日（木）
メタボを予防しよう
　体組成計測定・自分の摂取カ
ロリーを計算してみよう

食べて燃焼☆代謝アップ
～上手な香辛料の使い方～

日にち 時　間 テーマ 運　　動
平成２８年
2月18日（木） 午前１０時～　

　１１時３０分
ロコモを予防しよう
　ロコモってどんな病気？

自宅でできる簡単☆ロコモ予
防運動

3月３日（木）

【お申し込み・お問い合わせ】

健康福祉課 健康づくり係　☎ 68－1133
【お申し込み・お問い合わせ】

健康福祉課 健康づくり係　☎ 68－1133
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町税の滞納処分を強化しています町税の滞納処分を強化しています
　町税は、私たちが安心して健康な暮らしをするために重要な役割を持っています。福祉や保険
といった社会保障、ごみ処理、教育、道路整備など、さまざまな事業を進める上で非常に大切な
財源です。
　町税を滞納することは、納期内に納税している多くの町民の皆さんとの公平性を欠くことにな
るとともに、町の財政を圧迫し、住民サービスに支障をきたすことになります。
　このことから、納税相談もなく納付のない悪質な滞納者に対しては、滞納している税を強制的
に徴収するため、債権や不動産などの財産差押、家宅捜索、タイヤロックなどの滞納処分を実施
させていただきます。
○滞納処分とは
　　町が滞納者の財産を差し押さえることです。私債権

と異なり、税を滞納している場合、町は裁判所に訴え
ることなく差押することができます。
◆家宅捜索
　　滞納した税金を徴収するため、滞納者の居宅などに立

ち入り、公売可能な財産を探して差押をする処分です。
◆タイヤロック
　　滞納者の自動車を運転できない状

態にすることです。
　　タイヤロック装着後も納税の意思が

見られない場合には、自動車を引きあ
げ公売を実施させていただきます。
○滞納処分（財産差押）の対象となる主な財産

①債権（預貯金・給与・年金・生命保険・国税還付
金・売掛金・賃料など）

②不動産（土地・建物）
③動産（絵画・美術品・自動車など）
○納税は国民の義務です
　　支払能力があるにも関わらず遊興費、住宅ローンの

返済などを優先し、納税いただけない人などが滞納処分の対象になります。
○納期内納付にご協力ください
　　町税の納付は、納期内の自主納付が原則です。納期限を過ぎた場合は、督促状や催告書の発

送などに多額の経費がかかり、その経費も町税で負担することになります。納期内の納付にご
協力ください。
○延滞金について
　　延滞金は、納期内納付している大多数の皆さんとの公平を図るため課すもので、納期限まで

に完納されないときは、その翌日から完納の日までの日数に応じて計算し、徴収します。
○納付が困難な人は、１人で悩まず、放置せず、早めに相談を
　　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失業などのやむを得ない事情や多重債務な

どにより町税の納期ごとの納付が困難な場合は、１人で悩んだり、放置しないで早めにご相談
ください。一括納付が経済的に難しい場合には分割納付することもできます。まずは、納付で
きない理由をお聞かせください。

税務課 管理徴収係 　☎ 68－1112税務課 管理徴収係 　☎ 68－1112

◎滞納処分までの流れ
①納税通知書発送
②督促・催告
　納期限を過ぎると、督促状を発送し
ます。
　それでも納付していただけない場合
は催告書を送付します。また、電話・
訪問により納付を督励したりします。
③財産調査
　勤務先、金融機関、生命保険会社、
官公庁、取引先などへ財産調査を行い
ます。
※本人の承諾は必要ありません
④滞納処分（財産差押）
　再三の催告にも応じず、納税相談の
連絡がない場合は、財産の滞納処分（財
産差押）を行います。
⑤換価処分（債権取立・不動産公売）
・債権は原則即時で取立てます。
・不動産については公売（売却）によ

り換価し、税に充当します。
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こどもの権利擁護委員会事務局：こども未来課☎ 68-1119（受付窓口）こどもの権利擁護委員会事務局：こども未来課☎ 68-1119（受付窓口）

知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」知っていますか？「こども権利条例」
○　市貝町では、平成26年4月より「市貝町こども権利条
例」を制定し、こども一人ひとりが安心して生活できる
環境を目指して取り組んでいます。

こどもの権利擁護委員会事務局：こども未来課☎ 68-1119（受付窓口）

　　こどもとは？

　　大切に守られるべきこどもの権利とは？

　市貝町に住んだり、市貝町の学校に通ったり、市貝町に
勤めている18歳までの人をいいます。
　みなさんには、人間として、安心して生活できる権利が
あります。

安心して生きる権利

・暴力や差別を受けず､ 命が守
られ､ 安心して生きる権利が
あります｡
・愛情をもって育てられ、適切
な環境下で生活ができます。

※こどもの権利擁護委員会･･･こどもの権利の擁護に関し、迅速かつ適切な救済を行い、回復を支援するた
めの教育・保健・法曹関係有識者等で構成された第三者機関。こどもと、こどもに関わる者は、こどもの
権利の擁護に関わることについて、擁護委員に対し、相談及び救済の申立てをすることができます。

支援を受ける権利

　必要な保護や支援を受けることが保障されます。

意見の表明や参加する権利

　社会の中で､自由に意見を表明・活動することができます。

自分らしく生きる権利

・一人ひとりの人格が尊重さ
れ、自分らしく生きることが
できます。
・こどもであることを理由に、
不当な扱いを受けません。

育つ権利

　　適切な支援を受け、
さまざまな経験を通して
安心して健やかに育つこ
とが保障されます。

これらの権利が侵害されたと
思ったら？権利を侵害された
こどもを見つけたら？

ひとりで悩まず、信頼できる大人
や、こどもの権利擁護委員に相談
しましょう！

栃
木
県
立
益
子
特
別
支
援

学
校

「
公
開
授
業
」
の
お
知
ら
せ

栃
木
県
立
益
子
特
別
支
援

学
校

「
公
開
授
業
」
の
お
知
ら
せ

　

益
子
特
別
支
援
学
校
に
は
、
小
学
部
・

中
学
部
・
高
等
部
が
あ
り
、
現
在
約
２
０
０

名
の
児
童
生
徒
が
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

国
語
・
数
学
（
算
数
）・
音
楽
・
体
育
な

ど
の
教
科
学
習
や
家
庭
生
活
・
職
業
生
活
・

社
会
生
活
に
必
要
な
知
識
・
技
能
・
態
度

を
身
に
つ
け
る
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
と
お
り
「
公
開
授
業
」
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

平
成
27
年
12
月
17
日
（
木
）

　

９
時
30
分
～
12
時　

受
付
・
自
由
参
観

　
●
公
開
授
業
の
内
容

　

小
学
部
：
通
常
の
授
業

　

中
学
部
：
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

高
等
部
：
農
業
・
工
業
作
業
学
習

●
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
益
子
特
別
支
援
学
校

　

栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町
七
井
３
６
５
０

　

☎
０
２
８
５
︱
７
２
︱
４
９
１
５



11
27.11.25

　

町
消
防
団
通
常
点
検
が
11
月
１
日
、
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

点
検
に
は
、
団
員
２
０
４
名
（
出
場
率

95
・
8
％
）
が
出
場
し
、
大
滝
浩
団
長
の

指
揮
の
下
、
人
員
並
び
に
服
装
点
検
、
機

械
器
具
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
は
「
道
の
駅
サ
シ
バ
の
里
い

ち
か
い
」
付
近
の
芳
賀
・
市
貝
バ
イ
パ
ス

で
行
わ
れ
、
真
岡
消
防
署
の
梯
子
車
や
市

貝
分
署
の
消
防
タ
ン
ク
車
、
救
急
車
、
さ

ら
に
市
貝
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
「
サ
シ
バ

の
サ
ッ
ち
ゃ
ん
」
や
市
貝
町
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
も
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
塙
地
内
の
小
貝
川
で
放
水
点
検
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

放
水
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

点
検
の
席
上
、
永
年
勤
続
や
消
防
活
動

に
功
績
に
あ
っ
た
方
に
対
し
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

◆
栃
木
県
知
事
表
彰
（
敬
称
略
）

○
功
労
者
知
事
表
彰　

　

本
部　

団
長　
　
　
　
　

大
滝　
　

浩

　

本
部　

分
団
長　
　
　
　

揚
石　

哲
司

　

第
１
分
団
第
６
部　
　
　

小
林　

一
夫

　

第
１
分
団
第
６
部　
　
　

明
才
地
一
幸

　

第
２
分
団
第
６
部　
　
　

寺
門　

栄
治

◆
栃
木
県
消
防
協
会
会
長
表
彰（
敬
称
略
）

○
勤
続
章
₂₀
年　
　
　
　
　

大
滝　
　

浩
・
揚
石　

哲
司
・
佐
藤　
　

伸

小
林　

一
夫
・
明
才
地
一
幸
・
寺
門　

栄
治

○
勤
続
章
₁₅
年

柚
木　

孝
則
・
大
塚　

勝
彦
・
飯
島
美
樹
夫

平
井　

行
雄
・
大
塚　

健
寿
・
髙
木　

昌
彦

青
木　

和
彦
・
上
野　

大
介
・
神
野　

裕
一

○
勤
続
章
₁₀
年

見
目　
　

剛
・
飯
田　

勝
市
・
君
嶋　
　

智

町
消
防
団
通
常
点
検

遠
藤　
　

孝
・
髙
野　

一
宏
・
髙
木　

和
剛

澤
村　

国
雄
・
千
葉　
　

斉
・
墨
野
倉
弘
樹

大
根
田
智
之
・
澤
村　

文
彦
・
河
井　
　

勇

笹
崎　

貴
司
・
石
川　

歓
之

◆
栃
木
県
消
防
協
会
芳
賀
支
部
長
表
彰

（
敬
称
略
）

○
功
労
章

塩
澤　

崇
史
・
石
井　

正
行
・
石
川
記
委
嗣

平
野　

邦
広
・
小
森　
　

真

○
勤
続
章
₅
年

正
岡　
　

実
・
水
沼　

隆
人
・
菊
地　
　

弥

仲
山　
　

寿
・
竹
石　

忠
将
・
渡
邊　

佳
英

永
嶋
俊
太
郎
・
髙
木　

淳
一
・
髙
木　

規
至

細
川　

成
仁
・
髙
梨　

隆
準
・
岡
崎　

隼
輔

神
野　

和
幸
・
軽
部　

佑
介
・
菊
島　

大
介

◆
市
貝
町
長
表
彰

○
火
災
消
火
協
力
者
等
（
表
彰
状
）

　

髙
野　

勝
美 

様
・
小
関　

和
男 

様

○
家
族
表
彰
（
勤
続
₂₀
年
以
上
の
家
族
）

　

大
滝　
　

浩　

ご
家
族
様

　

揚
石　

哲
司　

ご
家
族
様

　

佐
藤　
　

伸　

ご
家
族
様

　

小
林　

一
夫　

ご
家
族
様

　

明
才
地
一
幸　

ご
家
族
様

　

寺
門　

栄
治　

ご
家
族
様

◆
市
貝
町
消
防
団
長
表
彰
（
敬
称
略
）

○
優
良
団
員

高
田　

晋
也
・
飯
田　

勝
市
・
君
嶋　
　

智

遠
藤　
　

孝
・
髙
野　

一
宏
・
髙
木　

和
剛

澤
村　

国
雄
・
千
葉　
　

斉
・
大
畑
佐
智
史

見
目　
　

剛
・
墨
野
倉
弘
樹
・
大
根
田
智
之

澤
村　

文
彦
・
河
井　
　

勇
・
笹
崎　

貴
司

石
川　

歓
之

○
優
良
部

　

第
１
分
団
第
６
部

　

第
２
分
団
第
２
部 

機械器具点検の様子

小貝川での放水点検

消防防災ヘリによる放水



12
27.11.25

第
４
回

い
ち
か
い
ス
ポ
レ
ク
祭
開
催

第
30
回
市
貝
町
大
菊
花
展

　

11
月
５
日
ま
で
の
７
日
間
、
道
の
駅

サ
シ
バ
の
里
い
ち
か
い
ま
ち
お
こ
し
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
30
回
市
貝
町
大

菊
花
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
輪
の

花
を
咲
か
せ
た
作
品
の
数
に
、
訪
れ
た

人
は
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
は
血
圧
の
管
理
が
大

切
で
す
。
特
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
２
つ
の
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ
冬
の
入
浴
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

　

ご
用
心

　

暖
か
い
部
屋
か
ら
、
寒
い
脱
衣
所

や
浴
室
へ
の
移
動
そ
し
て
熱
い
湯
船

へ
の
移
動
に
お
い
て
、
急
激
な
温
度

変
化
が
短
時
間
に
起
こ
り
、
こ
れ
に

伴
っ
て
血
圧
の
急
激
な
上
昇
と
下
降

が
起
こ
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
い
、
入
浴
中
に

お
こ
る
突
然
死
の
大
き
な
要
因
で
す
。

急
激
な
血
圧
上
昇
の
場
合
、
脳
出

血
・
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
急
激
に

低
下
し
た
場
合
は
脳
貧
血
を
起
こ
し
、

浴
槽
で
め
ま
い
を
生
じ
て
け
が
を
し

た
り
溺
れ
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。　

　

以
上
の
こ
と
を
防
ぐ
に
は
①
脱

衣
所
に
暖
房
器
具
を
置
く
こ
と
や
、

浴
槽
の
ふ
た
を
開
け
て
お
い
た
り
、

シ
ャ
ワ
ー
を
利
用
し
、
浴
室
を
温
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
②
湯
船
に
入
る

前
は
手
足
か
ら
か
け
湯
し
て
、
浴
槽

に
入
っ
た
ら
徐
々
に
肩
ま
で
沈
む
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
湯
温
は
40
～
41

度
で
じ
ん
わ
り
体
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
後
の
入
浴
は
絶
対
避
け
ま

し
ょ
う
。
④
入
浴
前
後
に
は
コ
ッ
プ

一
杯
の
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
こ

の
他
家
族
が
、
声
か
け
し
て
様
子
を

気
に
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ⅱ
脳
卒
中
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

冬
は
、
脳
卒
中
が
起
こ
り
や
す
い
時

期
で
す
。
特
に
起
床
後
１
～
２
時
間
が

危
険
な
時
間
帯
で
す
。
起
き
た
時
あ

わ
た
だ
し
く
動
か
ず
、
何
か
を
羽
織
っ

た
り
、
厚
手
の
靴
下
を
は
い
て
血
圧
の

上
昇
を
抑
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
次
の
症
状
が
出
た
時
は

脳
卒
中
の
前
ぶ
れ
発
作
で
す
の
で
症

状
が
す
ぐ
な
く
な
っ
て
も
必
ず
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
①
手
足
の
力

が
急
に
抜
け
る
。
②
片
方
の
手
足
が

し
び
れ
た
り
動
き
に
く
く
な
る
。
③

呂
律
が
回
ら
な
く
な
っ
た
り
言
葉
が

で
て
こ
な
く
な
る
。
④
片
方
の
目
が

一
時
的
に
み
え
な
く
な
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
血
圧
の
服

薬
管
理
だ
け
で
な
く
上
手
な
寒
さ
対

策
が
必
要
で
す
。

冬の健康　
血圧の変化に
気をつけよう

（344）

　

第
４
回
い
ち
か
い
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
11
月
８
日
、
町
農

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で

開
催
さ
れ
、
事
前
申
し
込
み
お
よ
び
当

日
オ
ー
プ
ン
参
加
者
を
合
わ
せ
て
約

４
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
よ
り

屋
外
競
技
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

綱
引
き
大
会
や
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

な
ど
の
競
技
種
目
の
ほ
か
、
ビ
ー
ム
ラ

イ
フ
ル
や
弓
道
な
ど
の
体
験
型
種
目
な

ど
で
多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
茂
木
警
察
署
・
栃
木

県
く
ら
し
安
全
安
心
課
に
よ
る
交
通
安

全
教
室
や
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



13
27.11.25

花
王
株
式
会
社
社
員
に
よ
る

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

学
校
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

赤
羽
小
で
開
催

芝
ざ
く
ら
公
園
で
収
穫
祭

芳
那
の
水
晶
湖
ふ
れ
あ
い
の
郷
協
議
会

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村

（
む
ら
）
の
宝
」
に
選
定

サ
シ
バ
の
里
協
議
会
が
「
第
30
回

栃
木
県
自
然
保
護
功
労
賞
」
を
受
賞

　

11
月
７
日
、
花
王
株
式
会
社
栃
木
事

業
所
（
代
表 

栃
木
工
場
長 

河
尻
浩
宜
）

の
社
員
や
そ
の
家
族
、
お
よ
び
協
力
会
社

社
員
に
よ
る
環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
域
貢
献
と
健
康
維

持
増
進
の
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
で
21
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
７
４
名
が
参
加
し
、
市
塙
駅

前
と
市
貝
温
泉
か
ら
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

伊
許
山
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
の
道
路
沿
い
の
ゴ

ミ
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。　

　

10
月
21
日
、
赤
羽
小
で
県
央
地
域
公

共
交
通
利
用
促
進
協
議
会
に
よ
る
モ
ビ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
一

般
の
人
々
や
地
域
を
対
象
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
環
境
や
健
康
に
配
慮

し
公
共
交
通
や
自
転
車
な
ど
の
積
極
的

な
利
用
を
推
進
し
て
い
く
取
り
組
み
の
こ

と
で
す
。　

　

10
月
29

日
、
総
理
大

臣
官
邸
に
お

い
て
農
林
水

産
省
主
催
の

「
デ
ィ
ス
カ

バ
ー
農
山
漁

村
（
む
ら
）

の
宝
」
選
定

証
授
与
式
が

行
わ
れ
，
芳
那
の
水
晶
湖
ふ
れ
あ
い
の

郷
協
議
会
が
優
良
事
例
に
選
定
さ
れ
ま

　

11
月
15
日
、
芝
ざ
く
ら
公
園
で
秋
の

収
穫
祭
が
行
わ
れ
、
そ
ば
オ
ー
ナ
ー
や

　

今
回
の
授
業
で
は
路
線
バ
ス
の
乗
り
方

や
バ
ス
内
で
の
マ
ナ
ー
の
説
明
、
車
イ
ス
で

の
バ
ス
へ
の
乗
降
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

一
般
の
参
加
者
な
ど
お
よ
そ
１
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
そ
ば
の
早
食
い
大
会
、
野

菜
の
無
料
配
布
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

し
た
。

　

同
賞
は
、
美
し
く
活
力
あ
る
農
山
漁

村
の
実
現
の
た
め
、
地
域
の
活
性
化
や

所
得
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
優
良
な

事
例
を
選
定
、
全
国
に
発
信
す
る
こ
と

に
よ
り
同
様
の
取
り
組
み
を
全
国
に
広

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
30
日
、
読
売
新
聞
宇
都
宮
支
局

に
お
い
て
読
売
新
聞
社
・
日
本
野
鳥
の

会
栃
木
主
催
の
「
第
30
回
栃
木
県
自
然

保
護
功
労
賞
・
奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
サ
シ
バ
の
里
協
議
会
が
功
労

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
町
や
多
様
な
団
体
と

の
協
働
で
、
サ
シ
バ
の
里
づ
く
り
事
業

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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生涯学習・スポーツ
図書館・歴史民俗資料館

教育・文化・スポーツ

 12月の予定

12 月の公民館休館日


12/13（日）第 18 回町民ウインターコンサート

（町民ホール　ＰＭ 2:00 ～）　
12/20（日）第２回はが路ふれあいマラソン

（井頭公園公園　AM9:33～）

７日（月）、14日（月）、21日（月）、26日（土）、28日（月）、２９日（火）
３０日（水）、３１日（木）

スポーツ少年団秋季球技大会

県民スポーツ大会 第68回ミニバレーボール大会

第20回ソフトテニス大会

　町スポーツ少年団秋季球技大会が10月31日（土）、城見ヶ丘運動公園・農業者トレーニングセンターで行わ
れ、サッカーとバレーボールの２種目で熱戦が繰り広げられました。
　【結果】サッカー　Ａ　優　勝　赤羽スポーツ少年団
　　　　　　　　　　　　準優勝　小貝スポーツ少年団
　　　　　　　　　　Ｂ　優　勝　赤羽スポーツ少年団
　　　　　　　　　　　　準優勝　市貝スポーツ少年団

　県民スポーツ大会が10月18日、25日の２
日間、県総合運動公園を主会場に開催さ
れ、団体でクレー射撃、個人で水泳、陸上
が優勝するなど、本町の選手が活躍いたし
ました。主な競技結果は次のとおりです。
★個人　
　優　勝　
　水泳（壮年男子50ｍ自由形） 高橋龍太
　陸上（壮年男子Ａ100ｍ）　 岩崎安孝
　　　（壮年男子Ｂ100ｍ）　 塩澤弘司
　　　（男子400ｍリレー） 荒川勇人

軽部佑介・郷間一宏・岩崎安孝
　準優勝　
　陸上（壮年男子Ａ砲丸投げ） 石川記委嗣
　３　位　
　陸上（青年男子100ｍ） 郷間一宏
　　　（青年男子1500ｍ） 平野路也
　　　（壮年男子A走幅跳） 君嶋　智
★団体　優　勝　クレー射撃
　　　　準優勝　サッカー
　　　　３　位　陸上競技・卓球

　第68回町ミニバレーボール大会が９月29
日、10月６日、20日の３日間、農業者ト
レーニングセンターで開催されました。４
チームが参加し、白熱した試合が繰り広げ
られ、赤羽上町が優勝をしました。
　優　勝　赤羽上町　準優勝　文　谷

　第20回ソフトテニス
大会が、11月１日に、
町民テニスコートで開
催されました。主な結
果は次のとおりです。

男子の部　優　勝　功刀一真・海老澤佑哉
　　　　　準優勝　大嶋拓人・梶村佑太
　　　　　３　位　石原未瑳樹・大原槙斗／石川　真・片岡潤也
女子の部　優　勝　園部向日葵・五月女百香
　　　　　準優勝　横山梨里・阿部純香
　　　　　３　位　園部絢香・平井可奈／鶴見綺夢・中三川伶奈

バレーボール　Ａ　優　勝　赤羽スポーツ少年団
　　　　　　　　　準優勝　市貝スポーツ少年団
　　　　　　　Ｂ　優　勝　市貝スポーツ少年団
　　　　　　　　　準優勝　赤羽スポーツ少年団

A優勝 赤羽スポーツ少年団 A優勝 赤羽スポーツ少年団B優勝 赤羽スポーツ少年団 B優勝 市貝スポーツ少年団

赤羽上町
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1 月12 月

10　月

7,715

4,274

1 2

3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19  20 21 22 23

24 25  26  27 28 29 30

31

1 2 3 4 5

6 7 8 9  10 11 12

13 14 15 16  17 18 19

 20 21 22 23 24 25  26

 27 28 29 30 31

館長一押しの一冊67
「エラい人にはウソがある　　　　　　

　　　　　　　～論語好きの孔子知らず～」
著・パオロ・マッツァリーノ

　「昔はよかったよねー」とぼやき、ノスタル
ジーと言う名のお花畑に住む老人や、世にはびこ
る非科学な通説を統計を使って切り捨ててきた謎
のイタリア人、パオロ・マッツァリーノ先生。今
回は２５００年前の中国「孔子」の言動を敢然と切り
込んでいます。本書を読むと「孔子」の印象は一
変するかも……。

催し物の予定 開館時間　９：３０～１９：００

　　　　　　～１月２３日（土）開催決定！～

　第４回いちかい図書館まつりの開催に先駆けて、皆
様から以下の募集をおこないます。

●不用本（古本リサイクル市で配布）
【募集期間】　１２月１日（火）～１２月２７日（日）　
【募集図書】　一般書・児童書・コミックス・雑誌

●フリーマーケット出店者
【募集期間】１１月２５日（水）～１２月２７日（日）
【募集区画】１５区画（無料）
【出店品目】家庭の不用品・農作物・手作り
　　　　　　品・他
※出店のガイド・申込書は図書館カウンター
で配布。図書館Ｈ
Ｐ か ら も ダ ウ ン
ロードできます。

【問合・申込先】
　市貝町立図書館　
☎0285-68-4380

・状態の悪いもの（汚れ・カビ・破損・虫食
　い等）はお受け取りできません。
・週刊誌はお断りすることがあります。
・寄贈いただいた図書は原則返却できません。

●図書館クリスマスVer.缶バッチプレゼント
１２/２３（水）～２５（金）３日間

第４回いちかい図書館まつり
不用本・フリーマーケット出店者募集

●ダンボの会のおはなし会

　１１/２９（日）　１０：３０～１１：３０
　絵本の読み聞かせ・手遊び・折り紙遊び等
●図書館で一緒に遊びましょ！  １０：３０～１１：００
　～土曜日の１０時半は図書館へ集合～
　♥１２/５（土） いっとファームくらぶ
　　　　　　　いも版に挑戦　
　≪要申込≫　先着２４名　　２階企画研修室
　♦１２/１９（土） はが路ふれあいマラソン
　　　　　　　 おうえん旗を作ろう！
　♣１２/２６（土） さるの神様のおはなし
●体験講座　クリスマスリースを作ろう　

　１２/１２（土） １３：３０～１５：００　
　≪要申込≫　定員１５名　２階企画研修室　
　　　　　　   参加費５００円
●歴史民俗資料館　特別展

　～城見ヶ丘大学教室・講座 ミニギャラリー展～
　１１/２６（木）～１２/２３（水）

元旦

成人の日

天皇誕生日

開館時間　９：３０～１９：００

　　　　　　～１月２３日（土）開催決定！～

第４回いちかい図書館まつり
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平成27年11月6日の測定結果

☎（68）1114

16

大
人
の
発
達
障
害
家
族
教
室

　

発
達
障
害
に
関
す
る
世
間
の
理
解
や

関
心
が
広
が
る
と
と
も
に
、
発
達
障
害

を
抱
え
た
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
の
家
族
や
支
援
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も

大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
が
発
達
障
害
に
関
す
る
正
し

い
理
解
を
持
ち
、
適
切
な
対
処
方
法
を

身
に
つ
け
た
り
、
家
族
同
士
が
支
え
合

う
場
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
本
人
・
ご

家
族
の
回
復
と
機
能
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
標
に
家
族
教
室
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

▼
日
程
お
よ
び
内
容

　
（
３
回
1
コ
ー
ス
）

①
平
成
27
年
12
月
22
日
（
火
）

「
大
人
の
発
達
障
害
と
は
～
発
達
障

害
を
ど
う
捉
え
る
か
～
」

②
平
成
28
年
１
月
７
日
（
木
）

「
家
族
同
士
の
分
か
ち
合
い
」

③
平
成
28
年
１
月
20
日
（
水
）

「
良
い
関
係
を
築
く
た
め
に
」

▼
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付　

午
後
１
時
か
ら
）

▼
講
師

　

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
夢
風
舎　

　

舎
長　

土
屋　

徹　

先
生

（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス　

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）

▼
会
場

栃
木
県
県
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
館
３
階　

大
会
議
室

▼
対
象
者

　

真
岡
市
、
益
子
町
、
芳
賀
町
、
茂
木

町
、
市
貝
町
に
お
住
ま
い
の
成
人
期
の

発
達
障
害
者
を
持
つ
家
族

▼
申
し
込
み

　

先
着
15
名
（
予
約
制
）
参
加
ご
希
望

の
方
は
12
月
８
日
（
火
）
ま
で
に
左
記

連
絡
先
ま
で
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

栃
木
県
県
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
８
５
（
８
２
）
２
１
３
８

情報
交 差 点
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立
冬
も
過
ぎ
、
日
ご
と
に
寒
さ
が
厳
し

く
な
っ
て
く
る
こ
ろ
、
突
然
春
の
陽
気
を

感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
お
だ
や
か
で
暖
か
い

日
が
や
っ
て
来
ま
す
。
こ
う
い
う
日
の
こ

と
を
小
春
（
こ
は
る
）
と
い
う
の
だ
そ
う

で
す
。
小
春
と
い
う
こ
と
ば
に
は
、
愛
く

る
し
い
可
愛
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

か
ら
、
女
性
の
名
前
に
よ
く
付
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
十
月
末
に
市
貝
町
の
小
春
の

よ
う
な
女
性
の
皆
さ
ん
に
役
場
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
意
見
を
お
う
か
が
い
す
る

機
会
を
得
ま
し
た
。

　

ま
ず
結
婚
対
策
に
つ
い
て
、
町
で
は
結

婚
相
談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
が
、
熱
意

の
あ
る
方
を
選
ん
で
欲
し
い
、
効
果
的
な

演
出
を
お
願
い
し
ま
す
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
集
団
見
合
い
も
大
切
で
す
が
、

昔
の
仲
人
に
よ
う
に
、
個
別
に
時
間
を
か

け
て
深
く
関
る
方
が
効
果
が
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。
成
功
報
酬
な
ど
必
要
か
と
思
い

ま
し
た
。

　

子
育
て
で
は
、
凍
結
に
よ
る
バ
イ
パ
ス

で
の
事
故
が
多
く
、
冬
期
中
の
中
学
生
に

対
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
考
え
て

欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
日
が

短
く
な
り
、
安
全
面
か
ら
も
特
に
、
女
子

生
徒
の
下
校
に
配
慮
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て
も
意
見
が
出
て
、
就
学
援
助
の
拡
充
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
も
要
望
が
あ
り
、
地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
か
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
持
ち
方
に
つ
い
て
は
、
良

い
講
師
を
選
ん
で
欲
し
い
と
い
う
こ
と
と
、

子
づ
れ
で
二
時
間
も
話
し
を
聞
く
の
は
大

変
と
の
意
見
が
あ
り
、
町
民
が
町
の
行
事

に
積
極
的
に
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
方

に
は
配
慮
は
必
要
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
外
国
語
は
小
さ
い
う
ち
に
発

音
を
修
得
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
、

道
の
駅
の
子
ど
も
の
遊
び
場
の
傍
ら
に
喫

煙
所
が
あ
る
の
は
問
題
な
ど
、
鋭
い
質
問

が
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
町
民
生
活
全
般
の

サ
ー
ビ
ス
の
設
計
か
ら
実
施
ま
で
任
せ
ら

れ
て
い
る
役
所
に
い
る
者
の
心
掛
け
と
し

て
は
、
町
民
か
ら
出
さ
れ
る
意
見
や
要
望

を
他
人
事
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
で
は
な

く
、
ま
た
町
行
政
の
こ
と
は
自
分
た
ち
が

一
番
知
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
高

い
所
に
立
つ
の
で
も
な
く
、
自
分
の
こ
と

と
し
て
理
解
し
、
教
え
て
も
ら
う
と
い
う

謙
虚
な
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
聞

き
上
手
に
な
る
と
、
相
談
に
来
た
人
か
ら

泉
の
よ
う
に
何
で
も
教
え
て
も
ら
え
る
こ

と
を
知
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

高
齢
で
一
人
暮
ら
し
の
病
弱
な
方
が
ゴ
ミ

を
出
せ
な
い
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
相
談

が
あ
れ
ば
福
祉
の
制
度
設
計
の
立
派
な
ヒ

ン
ト
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の
専

門
家
と
し
て
の
住
民
の
力
を
信
じ
る
こ
と
、

語
り
合
う
こ
と
の
中
で
、
お
互
い
が
自
分

事
と
し
て
地
域
の
物
語
が
共
有
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
、
こ
れ
が
福
祉
の
町
づ
く

り
の
最
初
の
一
歩
で
す
。

借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
返
済
が
大
変
」「
債
務
整
理
す
る
と

ど
う
な
る
？
」「
過
払
金
と
は
？
」「
返

済
に
追
わ
れ
て
税
金
を
滞
納
し
て
し

ま
っ
た
」「
弁
護
士
費
用
が
心
配
」
な

ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

財
務
省
関
東
財
務
局

　
　

宇
都
宮
財
務
事
務
所

　

☎
０
２
８
（
６
３
３
）
６
２
９
４

　
（
多
重
債
務
相
談
専
用
）　

▼
相
談
受
付

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
前
12
時

午
後
１
時
～
午
後
５
時
（
祝
日
除
く
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
入
学
時
や

在
学
中
の
費
用
を
支
援
）
の
ご

案
内

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業

で
は
、
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学

等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
に
教
育
貸
付
を

し
て
い
ま
す
。
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

は
公
的
な
制
度
で
す
。

▼
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学
・

在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
、
子
供
の

人
数
に
応
じ
、
子
供
の
人
数
が
一
人
の

場
合
は
給
与
所
得
者
は
７
９
０
万
円
以

内（
事
業
所
得
者
は
５
９
０
万
円
以
内
）

▼
融
資
額

　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

　

３
５
０
万
円
以
内

▼
利
率

　

年
２
・
１
５
％

（
平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
）

▼
返
済
期
間

　

15
年
以
内
（
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、

交
通
遺
児
家
庭
の
方
な
ど
は
３
年
の
延

長
が
可
能
）

▼
使
い
み
ち

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
な
ど

▼
返
済
方
法

　

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時

増
額
返
済
も
可
能
）

▼
保
証

（
公
益
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

（
ま
た
は
連
帯
保
証
人
１
名
以
上
）

▼
問
い
合
わ
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
（
０
０
）
８
６
５
６

　

ま
た
は

　

☎
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６



Information  Ichikai

27.11.25

18

　

短　

  

歌　

 

椎　

谷　

小
堀　

宮
子　

選

市　

塙　

木
村　

久
子

公
園
に
対つ

い

の
小
鳥
の
睦
ま
じ
く
我
に
羽
音
を
お
き
て
飛
び
立
つ

市　

塙　

仲
山
美
代
子

杖
を
つ
く
我
の
姿
を
真
似
歩
む
壱
歳
半
の
女め

曾ひ

孫ま
ご

愉
快

市　

塙　

平
澤
ト
ミ
子

見
上
げ
た
る
空
は
果
て
な
く
秋
深
み
伐
り
落
さ
れ
し
太
き
栗
の
枝え

市　

塙　

苔
野　

一
郎

霜
月
の
凍
て
始
め
た
る
庭
隅
に
秋
の
名
残
の
一
輪
が
咲
く

赤　

羽　

五
月
女　

修

秋
晴
の
銀
杏
は
ら
ら
ぐ
公
園
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
こ
こ
ろ
癒い

や

せ
り

市　

塙　

永
嶋　

靜
江

バ
ス
停
に
立
ち
て
手
を
ふ
る
教
え
子
に
名
残
惜
し
く
て
立
ち
去
り
が
た
し

市　

塙　

髙
根
沢
高
行

菊
花
展
見
る
た
び
我
も
育
て
ん
と
思
う
ば
か
り
で
今
年
も
出
来
ず

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

切
り
か
ぶ
に
羽
根
を
休
め
る
ア
キ
ア
カ
ネ
吹
く
風
に
し
ば
し
ホ
バ
リ
ン
グ
す
る

杉　

山　

平
野　

宮
子

稲
刈
り
を
終
え
て
旅
ゆ
く
奥お

く

只た
だ

見み

も
み
じ
愛め

で
つ
つ
湖
面
を
巡め
ぐ

る

市　

塙　

荒
井
源
二
郎

木
枯
し
が
吹
い
て
粉
雪
舞
う
朝
は
防
寒
着
纏ま
と

い
て
仕
事
に
向
か
う

椎　

谷　

小
堀　

宮
子

過
去
形
の
話
は
尽
き
ぬ
夫
と
我
伐
る
と
決
め
た
る
梨
畑
に
ゐ
て

　

俳　

 

句　

 

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

秋
空
や
ヒ
コ
ー
キ
雲
に
夢
の
せ
て 

上　

根　

谷
口　

弘
子

ダ
ン
ゴ
虫
孫
は
こ
ろ
こ
ろ
秋
の
庭 

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

農
道
を
散
歩
す
る
人
菊
日
和 

 市　

塙　

髙
木　

正
子

山
あ
る
き
い
つ
か
拾
っ
て
い
る
木
の
実 

市　

塙　

深
澤　

八
十

錦
秋
や
水
面
に
ゆ
れ
る
逆
富
士 
　
　
　

市　

塙　

小
林
み
さ
を

行
楽
の
人
こ
こ
か
し
こ
紅も
み
じ葉
道 

　
　
　
　

杉　

山　

髙
庄　
　

健

散
歩
道
出
会
し
友
も
頰
被
り 
市　

塙　

髙
木　

ワ
カ

晴
朗
や
山
赤
く
染
め
紅も

み
じ葉
谷だ
に 
赤　

羽　

飯
村　

路
風

高
き
枝
熟
れ
た
柿
の
実
夕
日
受
け 

  

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

小
春
日
や
ア
ル
バ
ム
見
入
る
老
夫
婦 

  

市　

塙　

荒
井
源
二
郎

い
ろ
り
ば
た
温
く
さ
う
れ
し
や
北
の
宿 

市　

塙　

髙
根
沢
高
行

健
診
の
心
晴
れ
や
か
冬
に
入
る 

赤　

羽　

永
山　

青
楓

新
米
や
な
に
は
な
く
と
も
夫
婦
碗 

田
野
辺　

雅　
　

翠　

霜
予
報
肥こ
え

を
施ほ
ど
こし
鉢は
ち

込こ

め
る 

 

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

菊
花
展
大
菊
小
菊
に
魅
せ
ら
れ
て 

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

コ
ス
モ
ス
の
風
と
遊
べ
り
小
半
日 

　
　
　

市　

塙　

橋
本　

フ
ミ

菊
小
鉢
窓
辺
に
し
づ
か
匂
い
や
か 

 

市　

塙　

豊
田　

功
剣

山
荒
れ
て
枯
木
に
映
え
る
蔦
も
み
じ 

多
田
羅　

佐
藤　

美
代

窓
の
外
ひ
と
り
数
え
る
長
き
夜 

　
　
　

続　

谷　

軽
部　

悦
子

老
医
師
の
カ
ル
テ
は
手
書
き
秋あ
き

時し

雨ぐ
れ 

 

杉　

山　

髙
木　

昭
一

※
俳
句
の
締
切
り
は
毎
月
十・

日・

必・

着・

で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。［
選
者
］

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補

償
・
救
済
に
つ
い
て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発

症
し
、そ
れ
が
労
働
者
と
し
て

石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保

険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ

く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年

月
を
経
て
発
祥
す
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿

業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合

に
は
、労
災
保
険
給
付
等
の
支

給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部

労
災
補
償
課

　

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
１
８

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

通
知
が
届
い
た
方
で
給
付
要

件
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　

平
成
27
年
12
月
14
日
（
月
）

　

期
限
が
過
ぎ
る
と
、
給
付
金

の
受
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

健
康
福
祉
課 

福
祉
係　

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
３

サ
シ
バ
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
農
村
起
業
で
、

人
も
自
然
も
元
気
に
！
」

　
「
日
本
の
田
舎
は
宝
の
山
」

「
農
村
起
業
家
に
な
る
」
な
ど

の
著
書
で
、
山
梨
県
北
杜
市
で

農
業
を
中
心
に
様
々
な
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
え
が
お
つ
な
げ
て
代
表
理
事

の
曽
根
原
久
司
氏
の
講
演
と
、

市
貝
町
内
で
農
業
や
そ
の
６
次

産
業
化
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
に
精
力
的
に
取
り
組
む
方
々

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
人
も
自
然

も
元
気
な
市
貝
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

参
加
費
無
料
・
申
し
込
み
不

要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　

12
月
13
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
（
12
時
30
分
開
場
）

▼
場
所

　

役
場
多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
振
興
課 

企
画
財
政
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
０
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十
月
受
付
分

出
　
生 

　（
敬
称
略
）

住
所　

  

氏　

名　

  

保
護
者
名

赤
羽　

檜
山　
　

葵あ
お
い　

祐　

太

香　

織

赤
羽　

石
河　

優ゆ
う

奈な　
　

司　
ち
な
み

町の人口
10 月１日現在

　男	 6,169 （6,172）

　女	 5,986 （6,012）

　計	 12,155（12,184）

世帯数	 4,350 （4,272）

（ ）内は昨年の同月

〔住民基本台帳〕

（
敬
称
略
）

 

住 

所　

    

氏　

名　
　

年
齢

市　

塙　

齊
藤　

ア
ヤ　

89
歳

赤　

羽　

黒
﨑　

静
子　

95
歳

赤　

羽　

武
田　

元
子　

55
歳

見　

上　

秋
田　
　

稔　

68
歳

赤　

羽　

青
木　

武
夫　

79
歳

続　

谷　

栁
瀬
八
十
夫　

85
歳

市　

塙　

髙
根
澤　

操　

101
歳

多
田
羅　

大
島　

章
一　

63
歳

　

川　
　

柳 

「
暮
れ
」　

	

市　

塙　

飯
田　

資
雄　

選

暮
れ
に
な
り
千
両
の
実
よ
く
目
立
ち	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

夕
暮
れ
に
孫
と
爺
の
赤
と
ん
ぼ	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

忙
し
く
め
く
る
暦
は
早
歩
き	

石　

下　

馬
込　

滋
紀

年
の
瀬
に
ヒ
イ
ラ
ギ
の
花
白
く
咲
き	

市　

塙　

荒
井
源
二
郎

も
う
少
し
で
き
た
か
思
う
年
の
暮
れ	

市　

塙　

高
根
沢
高
行

気
も
焦
る
暮
れ
の
段
取
り
か
け
巡
る	

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

年
の
暮
れ
募
金
箱
に
て
童
の
手	

刈
生
田　

渡
邊　

時
雄

年
の
瀬
に
な
っ
て
暦
の
早
い
こ
と	

市　

塙　

飯
田　

礼
子

題
予
告
平
成
二
十
八
年
一
月
号 

「
初
詣
」 

二
月
号 

「
衣
装
」 

締
切
り
は

毎
月
五
日
で
す
。

　

俳　

 

句　

	

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

秋
空
や
ヒ
コ
ー
キ
雲
に
夢
の
せ
て	

上　

根　

谷
口　

弘
子

ダ
ン
ゴ
虫
孫
は
こ
ろ
こ
ろ
秋
の
庭	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

農
道
を
散
歩
す
る
人
菊
日
和	

 市　

塙　

髙
木　

正
子

山
あ
る
き
い
つ
か
拾
っ
て
い
る
木
の
実	

市　

塙　

深
澤　

八
十

錦
秋
や
水
面
に
ゆ
れ
る
逆
富
士	

　
　
　

市　

塙　

小
林
み
さ
を

行
楽
の
人
こ
こ
か
し
こ
紅も
み
じ葉

道	

　
　
　
　

杉　

山　

髙
庄　
　

健

散
歩
道
出
会
し
友
も
頰
被
り	

市　

塙　

髙
木　

ワ
カ

晴
朗
や
山
赤
く
染
め
紅も

み
じ葉
谷だ
に	

赤　

羽　

飯
村　

路
風

高
き
枝
熟
れ
た
柿
の
実
夕
日
受
け	

  

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

小
春
日
や
ア
ル
バ
ム
見
入
る
老
夫
婦	

  

市　

塙　

荒
井
源
二
郎

い
ろ
り
ば
た
温
く
さ
う
れ
し
や
北
の
宿	

市　

塙　

髙
根
沢
高
行

健
診
の
心
晴
れ
や
か
冬
に
入
る	

赤　

羽　

永
山　

青
楓

新
米
や
な
に
は
な
く
と
も
夫
婦
碗	

田
野
辺　

雅　
　

翠　

霜
予
報
肥こ
え

を
施ほ
ど
こし
鉢は
ち

込こ

め
る	

 

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

菊
花
展
大
菊
小
菊
に
魅
せ
ら
れ
て	

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

コ
ス
モ
ス
の
風
と
遊
べ
り
小
半
日	

　
　
　

市　

塙　

橋
本　

フ
ミ

菊
小
鉢
窓
辺
に
し
づ
か
匂
い
や
か	

 

市　

塙　

豊
田　

功
剣

山
荒
れ
て
枯
木
に
映
え
る
蔦
も
み
じ	

多
田
羅　

佐
藤　

美
代

窓
の
外
ひ
と
り
数
え
る
長
き
夜	

　
　
　

続　

谷　

軽
部　

悦
子

老
医
師
の
カ
ル
テ
は
手
書
き
秋あ
き

時し

雨ぐ
れ	

 

杉　

山　

髙
木　

昭
一

※
俳
句
の
締
切
り
は
毎
月
十・

日・

必・

着・

で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。［
選
者
］

見　

上　

小
林　

珍
夫　

67
歳

市　

塙　

青
木　

コ
ウ　

92
歳

杉　

山　

平
野　

タ
ケ　

83
歳

　

認
定
こ
ど
も
園
市
貝
た
い
よ

う
幼
稚
園
は
、
土
曜
日
に
園
庭

を
地
域
の
幼
児
や
児
童
等
の
遊

び
場
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の

場
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
開
放
日

　

土
曜
日　

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

11
月
（
28
日
）

　

12
月
（
５
日
、
19
日
）

　

１
月
（
９
日
、
16
日
、
23
日
、

　
　
　
　

30
日
）

地
域
子
育
て
推
進
事
業

土
曜
日
に
園
庭
を
開
放

　

２
月
（
６
日
、20
日
、27
日
）

　

３
月
（
５
日
、12
日
、19
日
）

▼
対
象

　

地
域
の
幼
児
、
小
学
生

※
保
護
者
同
伴
が
条
件
で
す
。

ケ
ガ
等
は
保
護
者
の
責
任
と
な

り
ま
す
。

▼
注
意
事
項
等

①
教
員
が
１
名
在
園
し
て
い

ま
す
。

②
雨
天
の
場
合
は
、
園
庭
開

放
し
ま
せ
ん
。

③
砂
場
道
具
の
利
用
が
で
き

ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、市
貝
た
い
よ

う
幼
稚
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

認
定
こ
ど
も
園

　

市
貝
た
い
よ
う
幼
稚
園

　

☎
（
６
７
）
１
１
０
１



　市貝町商工会女性部（髙田美子会長　会員
47名）の皆さんが11月４日、役場玄関前に26
プランターのパンジーを寄贈してくれました。

　10月24日、役場多目的ホールで市貝町観光協会
設立総会が開催されました。
　市貝町は県内の自治体で唯一観光協会を設置し
ておらず、観光による町のＰＲを強化するため今
回の発足となりました。
　また、茂木町ゆずの里かおり村会長の石

いし

河
かわ

智
とも

舒
のぶ

氏による「減氣を元氣に変える」と題した記念講
演が行われました。

12
2015

412

20

実
み

希
き

ちゃん
（７歳）

明
あ

希
き

ちゃん
（５歳）

磨
ま

希
き

ちゃん
（０歳）

お父さん　北沢　繁誉さん　お母さん　菜月さん
（赤羽上町西）

　我が家の元気な三姉妹です。二人の姉は、小さな母
となり磨希のお世話をよくしてくれます。
　みんな明るく自分を磨き、希望が実るように頑張っ
てね。

212

市貝町防災行政メールの
登録はこちらから
防災行政無線の放送が聞き取れなかったときには
 ☎６８－２３６６（ニサンガロクロク） 
　　　　　　　  総務課消防交通係  ☎６８－１１１１問い合わせ 231

　４月から杉の樹園で働いている美紗妃さん。
高校時代にライフル射撃を始め、今でも県代表
のメンバーとして大会に出場しています。射撃
で培った集中力と忍耐力でお仕事も頑張ってい
ます！

山中美紗妃さん
（多田羅）

推薦者　倉持久美子さん（続谷）

役場庁舎に　
きれいな花をありがとう

市貝町観光協会設立総会が
開催されました

役場庁舎に　役場庁舎に　
きれいな花をありがとうきれいな花をありがとう
PickUp!

PickUp!

お母さんのひと言


